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世界の異常天候とその影響評価（14）

（Climate　Impact　Assessment，March，1985）

1．合衆国中部一荒天

　テキサス，オクラホマ，ミズーリ，イリノイ，ウィス

コンシン，ミネソタ，ミシガンの各州では，3月3～5

日の荒天のため3，500万ドルの被害が生じた．

　最初，ロッキー山脈に風雪をもたらした低気圧は，東

に移動しながら発達し，これらの州に，60センチの積

雪，時速100km（約28m／秒）の強風，トルネード，野

球のボール大の電，大雨をもたらした．死者・行方不明

は9人と伝えられている．資産の被害の大部分は，家屋

と自動車の被害である．

2．東アフリカー雨季の開始

　去年の干ばつの悪影響を受けていた東アフリカでは，

雨季が折よく始まったため，穀物の種蒔きや成長に良好

な状況となった．特にソマリア，ケニア，ウガンダで3

月の最後に降った大雨は，多くの穀物に良い影響をもた

らした．エチオピアでは3月初めの干天のため，種蒔き

が遅れていたが，3月後半に入って何度も雨が降ったの

で種蒔きが始まり，水の供給も良くなった．
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3．パキスタンー干天

　2～3月の干天のため，小麦は成長の重要な時期に被

害を受けた．この期間の降水量は平年の25％以下であっ

た．

4．7イリピンー干天

　フィリピンでは，年の初めからのモンスーンの雨量が

平年以下だったため，稲とトウモ・コシが被害を受け，

推定5千万ドルの損害となった．

　注：上記各項目の番号は図中の番号に対応している．

　　　　　　　　　　　（気候変動対策室　真野裕三）
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